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高松市と JTB 高松市中央卸売市場を中心とする 

地域活性化に向けた包括連携協定を締結 

 

  

香川県高松市（市長 大西 秀人、以下「高松市」）と株式会社ＪＴＢ（代表取締役 社長執行役員：山北 栄二郎、以下

「JTB」）は、2024 年 2 月 21 日(水)に、高松市中央卸売市場(以下「本市場」)を中心とした地域の活性化を図るこ

とを目的に、包括連携協定を締結します。 

 

■協定の背景 

 高松市では、市民に開かれた市場づくりと市場機能の向上を目指して高松中央卸売市場の再整備及び活性化に取

り組んでいる中、持続可能な賑わいコンテンツ創出や担い手の確保に課題を抱えていました。 

 一方、ＪＴＢは、交通・観光の拠点である JR 高松駅・高松港が位置し再開発が進んでいるサンポートエリア周辺を瀬

戸内及び四国の玄関口と捉え、高松漁港や瀬戸内海などの地域資源を活用した観光コンテンツ開発を行っています。

また、今後の本市場の再整備を見据え、市場の賑わい創出や、瀬戸内の島々での新しい旅の過ごし方の開発と拠点

設置などを検討してまいりました。 

 これまでもさまざまな事業連携を行ってきましたが、より一層連携して課題解決に取り組むため、協定を締結し、

本市場を中心とした地域の活性化を目指します。 

 

■協定の期間 

 2024年 2月 21日～2025年 3月 31日 

※協定の期間は双方の合意により延長します。 

 

■協定の目的 

（１） サンポートエリアや瀬戸内諸島との連携による観光交流人口の拡大 

（２） 市場施設のテナント利活用 

（３） 高松漁港を活用した観光振興及び海業の推進 

（４） 市中心部と本市場の人流創造に向けた取組 

（５） その他、地域の活性化に資する取組 

 

■主な取組内容 

（１） サンポートエリアや瀬戸内諸島との連携による観光交流人口の拡大 

       ・ＪＴＢが展開するＳＩＣＳ※1を活用した独自ルートでの島旅開発 

・市場と瀬戸内諸島をつなぐ観光コンテンツの開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同リリース 



（２） 市場施設のテナント利活用 

    ・規格外や一般的に流通されづらい食材を活用した飲食ダイニングの運営 

    ・市場施設を活用した賑わいづくり 

 

（３） 高松漁港を活用した観光振興及び海業の推進 

    ・ＳＩＣＳを活用した島旅への発着拠点の具体化 

・観光交流拠点化に向けた観光振興策の提案 

 

（４） 市中心部と本市場の人流創造に向けた取組 

    ・交流の場となるラウンジの設置 

・食育・学び・旅を体感できるコンテンツの開発 

・サンポートエリアや中心市街地と市場をつなぐための人流調査 

・交通課題を解決するソリューション開発 

 

            

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 2019 年に開始した、JTB の事業「瀬戸内アイランド・コンシェルジュ・サービス」の略称。「チャーター船を活用した

新たな島旅の過ごし方をプロデュース」することを目的に香川県内の船や島旅観光の予約受付などを行っています。 

 

【お問い合わせ】  

■報道関係の方からのお問い合わせ先 

高松市 市場管理課 施設整備室 TEL：087-862-3422 Mail：gyoumuka@city.takamatsu.lg.jp 

JTB広報室 TEL：06-6260-5108（大阪） 03-5796-5833（東京）  
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